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昭和62年地価公示

関係図書が閲覧できます

地価公示法第 7条、および‘地価公示台帳閲覧規

定により、昭和62年地価公示に係る図書を次によ

り一般の閲覧に供します。

ここに示される価格は、毎年 1月 1日を基準 と

し、 一般の土地取引価格の指標となるものですo

c>閲覧場所 市役所企画課および塩田、川西、 豊

殿の各支所

b閲覧日 5月 1日から3年間 (日曜日、祝日、

その他の休日を除く)

じ>閲覧時間午前 8時30分から正午、午後 1時か

ら5時までは二曜日 は正午まで)

じ〉その他 閲覧を希望される方は、係員に申し出

てその指示に従って下さし、。

地価公示標準地価格表 ( 1月1日現在)

標準地の所在及び地番並びに|標準地1平方メー |前年対比|標準地の

住所表示 |トル当円の価格 |上昇率 |利用状況

上田市緑が丘 1丁目2431番2I 

「緑が丘1-27-55J
72，500円 2，3% I 住宅

上田市大手2丁目5652番 1外 |
103，000円 I 2，0% I住宅

「大手2-5-8J

上田市中央1丁目5136番13 I 
470，000円 I2，0% I庖舗

「中央1-3-3J 

宅地・住宅ω
法律相談を開催

県では、宅地・住宅に関することでお困りの方

のために、法律相談を次のとおり開催します。相

談は無料て、、す。

・上小地方事務所建築課企⑧1260内線304

法律相談日程表

日 時 担当弁護士 相談場所

5月15日ゆ) 栗林正清さん 県庁7階

住宅課内
6月19日佳) 上候 剛さん

宅地住宅

7月17日(金) 高井正直さん 相談所

※時間は午後 1時から午後 3時まで

市民の森に歓声
「市民の森公園」のゴーカート場が4

月19日、オーフ。ンしま した。子牛どもたち

は、助手席にお父さんやお司:さんを乗せ

て、みごとなハン ドルさばきでスピード

感を楽しんでいました。ゴーカート場は

10月ド缶jまで、土・日曜日と祝日(夏休

み中は毎日)に開場されます。

街にもっと緑を/
自然を守り、緑豊かな郷土に--4・5

月は 「緑化推進特別強調月間」。市では、

4月11日・ 12日に 「緑の祭り 」を上回公

園西日で開催 しました。繰化木・緑化用

品などの展示即売やつつじ、さっきなど

の苗木の無料配布に多くの人でにぎわい

ましアニ。

家族そろって大掃除
5月は春の大掃除月間

春の大掃除は、 5月中に

行ってください。家族みん

なで大掃除を行い、病害虫

の発生源をなく して、清潔

で住みよい生活環境を築き

ましょっ。
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今
年
も
交
通
災
害
共
済
の
更
新
時

期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
五
月
中
は
、

自
治
会
、
学
校
と
身
近
な
と
こ
ろ
で

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

マ
昨
年
度
加
入
し
た
人

申
込
書
を
・
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、

継
続
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

マ
昨
年
度
加
入
し
な
か
っ
た
人
、
転

入
で
未
加
入
の
人

白
紙
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
会
費
を
添
え
て
自
治
会
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一ー第 982号

野倉の塩田水上神社て・、地元に古くから

伝わる野倉三頭獅子とささら舞いが4月19

日、披露されました。24年ぶりの復活とあ
って、境内には地区の人たちゃカメラマン

など約150人が集まり、素朴な雰囲気に酔い

しれていました。

マ
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
ヘ
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

各
国
、
学
校
か
ら
申
込
書
を
お
送

り
し
ま
す
。
園
や
学
校
で
申
し
込
ん

で
い
た
だ
く
と
割
り
引
き
に
な
り
ま

す
(
一
般
は
四
百
円
の
と
こ
ろ
三
百

円)。
マ
今
年
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

今
回
か
ら
一
般
加
人
と
な
り
ま
す

の
で
、
自
治
会
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
民
課
で
も
加
入
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
々
次
の
人
は
、
市
が
会
費
を

負
担
し
ま
す
の
で
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

②
身
体
障
害
者
(
一
・
二
・
三
級
)

③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

④
交
通
・
災
害
遺
児

⑤
七
十
歳
以
上
の
か
た
(
大
正
六
年

五
月
三
十

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

か
た
)

地
震
の
揺
れ
を

体
験
し
よ
う

上
田
中
央
消
防
署

宮
⑫
2
5
0
1

地
震
体
験
車
が
巡
回
し
て
き
ま
す
。

実
際
に
い
ろ
い
ろ
な
大
き
さ
の
揺

れ
を
体
験
し
、
と
っ
さ
の
場
合
に
正

し
い
行
動
が
と
れ
る
か
、
家
の
中
に

あ
る
家
具
は
倒
れ
て
こ
な
い
か
、
な

ど
地
震
時
の
備
え
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

A
1ノ
。

と
き
:
・
五
月
十
四
日
附
・
午
前
十

時
・
十
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
前

第
一
回

寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
0

市
で
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

に
快
適
な
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
き
、
看
護
さ
れ
る
家
族
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
介
護
で
き
る
よ
う
「
寝
た

き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
」

を
聞
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
来
年
の
三
月
ま
で
に

六
回
の
研
修
会
を
開
く
予
定
で
す
が
、

第
一
回
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
と
き
五
月
十
八
日
間
・
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
四
時

マ
と
こ
ろ
上
田
市
役
所
保
健
セ
ン

タ
ー

(
南
庁
舎
二
階
)

マ
対
象
者
寝
た
き
り
老
人
を
か
か

え
る
家
族

マ
内
容
開
講
式
、
講
演
リ
介
護

者
の
健
康
(
上
田
保
健
所
長
・
近
藤

俊
明
さ
ん
)

マ
そ
の
他
当
日
介
護
を
代
わ
っ
て

く
だ
さ
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
こ

ち
ら
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
ま

す
の
で
、
五
月
十
一
日
間
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
事
前
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
0
5

〈第
一
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
〉

と
き
・
:
六
月
二
十
一
日
印

と
こ
ろ
:
・
上
田
合
同
庁
舎
ほ
か

試
験
の
種
類
:
・
乙
種
四
類
・
丙
種

願
書
受
付
・
:
五
月
六
日
捌
か
ら
同
十

一一日

ωま
で
に
「
財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
野
県
支

部
」
へ
郵
送
一し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
受
験
願
書
お
よ
び
試
験
実

施
案
内
は
、
消
防
本
部
予
防
課
と

上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
に
あ
り

ま
す
。

〈
事
前
講
習
会
〉

と
き
・
:
六
月
九
日

ω

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
消
防
会
館

受
講
申
込
・
:
五
月
六
日
附
か
ら
同
十

一一日

ωま
で
に
消
防
本
部
予
防
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
1
7

と
き
・
:
五
月
二
十
八
日
側
・
二
十

九
日
働
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

資
格
:
・
防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ

る
人

受
講
料
:
・
会
員
三
千
円
、
非
会
員
三

千
五
百
円

申
込
期
限
・
:
五
月
二
十
二
日
幽

申
込
先
・
・
・
消
防
本
部
予
防
課
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市
税
等
滞
納
整
理
特
別
月
間

完
納
に
ご
協
力
を

収
税
課
宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線
2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

上
田
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
に

よ
っ
て
、
発
展
し
て
い
ま
す
。

市
税
は
、
市
の
行
政
あ
ら
ゆ
る
面

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
や
下
水

道
の
建
設
、
学
校
の
新
改
築
、
社
会

教
育
施
設
の
充
実
、
ご
み
・
し
尿
処

理
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
、
福
祉
施

策
の
実
現
、
商
工
業
お
よ
び
農
業
の

産
業
振
興
な
ど
、
市
民
が
安
全
で
豊

か
な
市
民
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

税
金
の
果
た
す
役
割
を
正
し
く
理

解
し
、
市
税
等
の
納
税
通
知
書
が
届

き
ま
し
た
ら
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
、
お
忘
れ
な
く
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

①
納
税
組
合
に
加
入
し
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

②
金
融
機
関
で
預
金
口
座
か
ら
引
き

落
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
口
座
振
替
手
続
き
を
金
融
機
関

の
窓
口
で
し
て
く
だ
さ
い
)
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③
納
税
通
知
書
を
持
参
し
、
金
融
機

関
ヘ
直
接
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
勺

納
期
限
が
過
ぎ
て
納
入
さ
れ
ま
す

と
延
滞
金
が
本
税
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
後
二
十
日
を
過
ぎ
ま

す
と
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
督
促
手

数
料
も
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
つ
い
納
め
忘

れ
に
な
っ
て
い
る
人
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
、
お
手

元
の
領
収
書
を
確
認
さ
れ
、
納
め
忘

れ
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
併
せ

て
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
の
ご
相
談
は
収
税
課
ヘ
早
目

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社

社
員
社
資
の
募
集

に
ご
協
力
を

日
本
赤
十
字
社
上
田
市
地
区

(
社
会
諜
内
)

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
赤
十

字
事
業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
百
四
十

四
か
国
に
お
よ
ぶ
赤
十
字
社
の
一
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
国
際
的

に
は
飢
餓
、
疾
病
な
ど
に
対
す
る
救

援
、
圏
内
で
は
献
血
事
業
、
災
害
救

援
事
業
、
救
急
法
講
習
会
な
ど
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
社
員
に
加
入

さ
れ
た
方
が
出
資
さ
れ
る

「社
費
」

と
、
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
「
寄
付
金
」
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
称

し
て
「
社
資
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
運
動
の
根
幹
を
な
す
社
員

の
増
強
と
社
資
募
集
の
た
め
、
自
治

会
の
役
員
さ
ん
と
上
田
市
赤
十
字
奉

仕
団
員
が
皆
様
の
お
宅
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
こ
の
意
義
の
あ
る
事
業
に

ご
協
力
を
お
一
願
い
し
ま
す
。

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の

予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
す
で
に
麻

し
ん
に
か
か
っ
た
り
、
こ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
子
ど
も
さ
ん
は
該
当
し

ま
せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象
者
・
:
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か

ら
同
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
さ
ん
(
今
ま
で
に
実
施
し

た
機
会
に
で
き
な
か
っ
た
六
歳
未

満
の
子
ど
も
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

実
施
期
間
:
・
五
月
六
日
側
か
ら
同
三

十
日

ωま
で
。
子
ど
も
さ
ん
の
健

康
状
態
の
良
い
日
を
選
ん
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
・
・
・
別
表
の
委
託
医
療
機
関

ヘ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
し
て

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
:
・
問
診
票
(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳

の
な
か
に
あ
り
ま
す
)
、
母
子
健
康

手
帳

注
意
事
項
:
・
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の
な
か

に
、
予
防
接
種
を
受
け
る
前
、
受

け
た
後
の
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(50音順)

葦沢医院 (森)24-2280 嶋村内科小児科医院(常磐町T22-3202 

荒井医院 (下紺屋町)22-0474 城南医院 (御所)22-3481 

飯島医院 (築地)22-5011 豊田医院 (下紺屋町)22-1158 

池田医院 (浦野)31-2007 新美医院 (大屋)35-0012 

j也田クリニック (J川辺町)22-5041 日新堂病院 (馬場町)22-0558 

遠藤内科医院 (馬場町)22-0051 橋本医院 (舞田)38-2033 

金井内科小児科医院 (国分)22-9716 堀内医院 (大屋)35-0104 

神科診療所 (長島)27-3331 松尾内科小児科医院(下常国)22-1355 

熊坂内科 (上塩尻)22-1936 三原内科医院 (中之条) 27-6500 

小井土内科医院(下川原柳町)27-6666 宮坂内科小児科医院(下常田)22-0759 

甲田内科小児科診療所 (石神)38-3065 宮下内科小児科医院(上堀)22-1233 

小松内科循環器科医院(上川原柳町) 27-2200 三好町産婦人科医院(御所)23-2381 

斉藤医院 (馬場町)22-1048 村上医院 (末広町)22-3740 

斉藤外科医院 (下青木)35-0887 柳沢病院 (北大手)22-0109 

ささき小児科医院 (城北)27-7700 横山医院 (大屋)35-0008 

佐藤医院 (五 加)38-2543 吉田こども医院 (踏入) 24-1222 

佐藤胃腸科内科医院(鷹匠町)22-2342 和方内科医院 (塩田新町)38-2540 

塩田病院 (中野)38-2221 

麻しん委託医療機関
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地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法

上
田
地
域
が
指
定
に

上
回
公
共
職
業
安
定
所

信
⑫
6
3
6
3

四
月
一
日
か
ら

「地
域
雇
用
開
発

等
促
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
上
回
公

共
職
業
安
定
所
管
内
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
企
業
が
二
疋

の
条
件
の
も
と
に
労
働
者
を
雇
い
入

れ
た
場
合
に
、
助
成
金
や
特
別
奨
励

金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
地
域
雇
用
奨
励
金

事
業
所
の
設
置
、

整
備

(費
用
五

百
万
円
以
上
)
を
行
い
、
そ
れ
に
伴

っ
て
職
安
の
紹
介
で
常
用
労
働
者
を

雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま

す。②
地
域
雇
用
特
別
奨
励
金

①
の
労
働
者
を
五
人
以
上

(小
規

模
企
業
三
人
以
上
)
雇
い
入
れ
る
事

業
主
に
つ
い
て
、
雇
用
機
会
拡
大
の

た
め
の
費
用
(
五
百
万
円
を
越
え
る

も
の
)
に
対
し
、

一
定
の
条
件
の
も

と
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
地
域
雇
用
移
転
給
付
金

①
の
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業

主
で
、
事
業
所
の
設
置
、
整
備
に
伴

え広報う一ー第 982号

い
、
従
業
員
を
他
の
事
業
所
か
ら
今

の
事
業
所
に
移
転
さ
せ
た
費
用
を
負

担
し
た
事
業
主
に
、
そ
の
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
助
成
に
対
す
る
計
画
書
の

受
け
付
け
は
、
繰
業
開
始
予
定
日
の

十
二
か
月
前
か
ら
繰
業
開
始
日
ま
で

の
聞
に
し
ま
す
。
事
業
所
の
設
置
、

整
備
お
よ
び
こ
れ
に
伴
い
従
業
員
の

増
員
計
画
の
あ
る
企
業

(商
工
業
の

す
べ
て
の
業
種
、
た
だ
し
風
俗
営
業

な
ど
は
除
く
)
で
は
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
上
田
公
共
職
業
安
定
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

少
年
社
会
活
動
適
応
教
室

や
ま
び
こ
教
室
の

参
加
者
を
募
集

青
少
年
課
青
少
年
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

比
較
的
消
極
的
な
性
格
で
気
後
れ

が
ち
な
子
ど
も
さ
ん
は
、
と
か
く
内

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
持

っ

て
い
る
力
を
伸
ば
さ
な
い
で
い
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
や
ま
び
こ
教
室
」
は
、
こ
の
よ

う
な
子
ど
も
さ
ん
に
特
別
な
生
活
経

験
の
場
を
与
え
て
、
自
己
活
動
を
活

発
に
さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
間
関
係

の
中
で
伸
び
伸
び
生
き
る
自
信
を
得

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

-
実
施
期
日
マ
前
期
・
:
六
月
二
日

ωか
ら
四
日
内
(
二
泊
三
日
)
、
望

月
少
年
自
然
の
家
マ
後
期
・
:
十

月
七
日
附
か
ら
九
日
働
(
二
泊
三

日
)、
小
諸
青
年
の
家

-
参
加
資
格
小
学
校
五
・
六
年
生
、

中
学
校

一
年
生

-
参
加
費
前
後
期
と
も
に
四
千
円

・
申
込
先
各
学
校
の
担
任
の
先
生

・
申
込
期
限
前
期
は
五
月
十
五
日

幽
-
そ
の
他

マ
学
校
が
授
業
日
の
場

合
、
参
加
し
た
子
ど
も
さ
ん
は
登

校
し
た
と
同
じ
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

マ
定
員
に
な
り
次
第
申
し
込
み
を

締
め
切
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
口
マ
参
加
者
は
、
前

後
期
同

一
人
で
あ
る
こ
と
を
原
則

と
し
ま
す
。

勤
労
者
の
皆
さ
ん
ヘ

住
宅
建
設
資
金
の

融
資
に
利
子
補
給

労
政
課
宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
6
0
5

「
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
」
は
、

指
定
融
資
機
関
か
ら
規
定
す
る
融
資

を
受
け
た
人
に
対
し
て
、
そ
の
金
利

を負
な融 三 約利~増は 二 新利あ組上好市と宅専延白融す担
り 資 年定子芸改 三 百築子る織田以内すは用面己資るの
ま目間利補自 築 百五の補人労市上のる二住積が対 制 軽
す標 率 給 !日の万十場給 働勤増白人百宅百市象度減
。達 の率 j白場円万 ム 対 者労改己(平を六内者でを

住 ム) 旦
成 三 と{ロ 円買象 (者築専買方新十に す図
時 十期在は (号 限 そ互し用受好築五居 。る
二 間 百各 ス昨 の助よ住住以 ( 平住 た

締 ・ 喜 二 種隼額他会う宅宅内各方す め
め四芋十同吉 特員とをも)種肘る 利
切 五 τ 五 居 A 定おす十含し同以た
り % 仏万 住凸 ) よる平むよ居内め 補
回むと で 巳円 宅) でび人方 ) う住の、 給

1 しは料参間保 マ ろ後 品マ後品 学館午七 り
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五
月
十
日
制
か
ら
十
六
日
出
ま
で

は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

長
野
行
政
監
察
事
務
所
、
上
田
市
な

ど
で
は
、
次
に
よ
り
合
同
行
政
相
談

所
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と

き

五

月

二
十
五
日
側
・
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ
上
回
西
武

I
l
l
1
1
1
1
I
l
-
.

1
1
1
1
1
1
1
1
-
-

行
政
相
談
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
い
つ
で

豹

し

上

を

転

河

端

う

西

台

白

川

忠

:

i

、.J
ι

L

2

弘

、

4
h

コ
・
-
・

1
y
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h

H

川
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/

'ーη
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I
h

，
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久

孔

正

真

の

車

，w

一

ケ

劇

的

写

行

転

車

よ

田

車

一

、

通

自

一云

し

上

一一広

ーo
d

o

ぅ

酢

で

-
酢

た

者

す

よ

置

の

日

置

し

伺

ま

し

・

皮

い

日

放

ま

歩

い

ま

の

な

月

の

し

、

て

き

辺

た

4

辺

去

は

ね

置

周

断

は

周

撒

置

損

へ

前

が

で

前

に

放

も

ン

駅

後

市

駅

斉

の

観

、

一

ー

て

田

一
車

美

ゾ

第 982号ーー

合
同
行
政
相
談
所
を

開
催
し
ま
す

生
活
環
境
課

程
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
3

Tごえ一(11)一一一fI?1和62年5月1日 広報う

多多撤去しました も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
役
所
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
お
持
ち

の
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

(敬称略)

氏名 イ主 所 電話

鋒城直巳 市内天神4-19-16 ⑫6176 

ヰ.~ハ l F圭 市内吉田454-1 @4715 

久保田良明 市内芳田333 ③1120 

西沢静枝 市内富士山4，391 ③3595 

行政相談委員

さ
い
。
相
談
は

で
す
。

秘
密
を
守
り
無
料

勤
労
者
福
祉
資
金
の

ご
利
用
を

労
政
課
宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

6
0
5

勤
労
者
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上

を
目
的
と
し
て
開
か
れ
た
制
度
で
す
。

〈
融
資
対
象
者
〉

上
田
市
勤
労
者
互
助
会
員
あ
る
い

は
融
資
機
関
の
構
成
員
で
あ
る
組
織

労
働
者
な
ど
で
、

0

二
十
歳
以
上
の
人

o
前
年
所
得
金
額
が
九
十
万
円
以
上

二
百
三
十
万
円
以
下
の
人

O
市
内
に

一
年
以
上
居
住
し
、
勤
務

年
数
が
三
年
以
上
の
人

〈
対
象
資
金
〉

教
育
、
医
療
、
冠
婚
葬
祭
、
災
害

復
旧
、
そ
の
他
生
活
に
必
要
な
資
金

(
特
定
)
な
ど
で
す
。

〈
融
資
条
件
〉

マ
融
資
金
額

三
十
万
円
以
上
百
万

円
以
内

マ
融
資
期
間
五
年
以
内

マ
償
還
方
法
元
利
均
等
償
還

マ
貸
付
利
率
年
六
・

O
計

マ
連
帯
保
証
人

一
人
以
上

※
融
資
目
標
達
成
時
で
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
。

市
有
財
産
を

公
売
し
ま
す

管
財
課
管
財
係

包
⑫
4
1
0
0
内
線

2
6
0

有
線
②
0
6
5
1

市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
有
財
産

を
公
布
し
ま
す
。

公
売
物
件
・
:
土
地
(
約
五
百
五
十
坪
)
一

地

目

雑

種

地

一

現
場
説
明
・
:
五
月
十
四
日
同
午
後
二

一

時
(
時
間
厳
守
)

競
争
入
札
:
・
五
月
十
八
日
側
午
後
二

…

時
(
時
間
厳
守
)
、
市
役
所
本
庁
舎

一

四
階
第
三
会
議
室

一

公
売
公
告
場
所
・
:
市
役
所
本
庁
、

豊

一

殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支
所
一

入
札
保
証
金
:
・入
札
見
積
額
の
百
分
一

の
五
以
上
の
入
札
保
証
金
を
入
札
一

前
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
落
札
“

決
定
後
、
落
札
者
以
外
の
人
に
は

直
ち
に
保
証
金
を
お
返
し
し
ま
す

入
札
参
加
者
・
・・
本
人
が
印
鑑
を
お
持

ち
に
な
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

(
代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
本
人

自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

農
家
の
皆
さ
ん
へ

「農
家
意
向
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

農
家
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
農
業

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
、
感
じ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
調
査
し
、
今
後

の
農
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

「農

業
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

五
月
中
旬
ま
で
に
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
五
月
三
十

一
日
ま
で

に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
で
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
照
会
先
農
林
課
振
興
係
宮
⑫
4

1
0
0
内
線

3
2
3

健
康
増
進

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施

マ
と

き

五

月

二
十
八
日
同
・
午

前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ
上
田
保
健
所
(
上
田
合

同
庁
舎
)

マ
対
象
者

三
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
人

マ
内

容

①

健
康
度
測
定
(
検
尿
・
血
液
検
査

・

眼
底
検
査

・
心
電
図
な
ど
)
②
休
養
・

栄
養
診
断
③
栄
養
・
運
動
な
ど
の
相

談
④
十
五
分
間
歩
行

マ
定
員

二

十
人

マ
料
金

一
人
四
千
七
百
二

十
円

マ
申
込
方
法
五
月
十
八
日

側
ま
で
に
電
話
な
ど
で
上
田
保
健
所

(
包
⑫
1
2
6
0
内
線
2
2
4
)

へ
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精
密
診
査
も
同
時
に
で
き
る

基
本
健
康
診
査
を
実
施

市
で
は
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど

循
環
器
の
病
気
を
早
期
発
見
す
る
た

め
、
以
前
か
ら
「
一
般
健
康
診
査
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
(
表
①
参
照
)
。

今
月
か
ら
は
、
い
ま
ま
で
の
方
法

に
加
え
て
、
「
基
本
健
康
診
査
」
を
実

施
し
ま
す
(
表
②
参
照
)
。
こ
れ
は
、

い
ま
ま
で
の

一
般
診
査
と
精
密
診
査

を
同
時
に
行
う
方
法
で
す
。

え

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一
般

健
康
診
査
、
基
本
健
康
診
査
の
い
ず

れ
か
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受

診

方

法

-
と
き
年
間
を
通
し
て
い
つ
で

も
(
診
療
時
間
内
)

-
と
こ
ろ
市
内
の
全
病
(
医
)
院

-
受
診
対
象
者
四
十
歳
以
上
の
人

広報う

一
一
月
届
け
出
分

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

山

田

昇

さ

ん

渡
辺
ツ
ネ
さ
ん

小
林
正
三
さ
ん

長
崎
ス
エ
さ
ん

山
下
一
は
る
さ
ん

田
中
で
ん
さ
ん

長
谷
川
長

一郎
さ
ん

宮
下
清
次
さ
ん

一ー第 982号

北上
五木子中国天紺
岡 常神屋
加町塚田分町町

六八七八七七七七
四七九五七 二 五 。

岡

田

重

忠

さ

ん

大

手

町

上
保
富
美
子
さ
ん
仁
古
田

大

宮

於

浦

さ

ん

浦

野

武

田

キ

ヨ

ジ

さ

ん

岩

下

和

田

み

ど

り

さ

ん

御

所

柳

淳

書

男

さ

ん

材

木

町

倉
沢
時
世
知
さ
ん

川
辺
町

竹
内
秀
子
さ

ん

中

常

田

西
尾
や
す
さ
ん
鍛
・
冶
町

竹

内

花

子

さ

ん

北

常

田

腰
原
ま
さ
の
さ
ん
下
紺
屋
町

城

下

あ

や

さ

ん

小

泉

滝

津

福

子

さ

ん

上

常

田

佐
々
木
清
さ
ん
神
科
新
屋

清

野

や

よ

バ

さ

ん

新

田

塚
原
き
く
さ
ん
南
天
神
町

-

費

用

マ

一
般
健
康
診
査

1
無
料
(
た
だ
し

精
密
診
査
を
受
け
た
人
は
千
円
)

マ
基
本
健
康
診
査

l
千
円

-
そ
の
他
次
に
該
当
す
る
人
は
費

用
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
①
七
十
歳

以
上
の
人
、
六
十
五
歳
以
上
で

一

定
の
障
害
が
あ
り
市
長
の
認
定
を

受
け
た
人
。
②
生
活
保
護
世
帯
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
(
受
診

希
望
者
で
②
に
該
当
す
る
人
は
、

受
診
前
に
保
健
予
防
課
へ
連
絡
を
)

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
宮
②

4
1
0
0
内
線

2
8
8
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山
田
美
都
江
さ
ん
伊
勢
山

西

津

照

雄

さ

ん

上

室

賀

荒

井

久

女

さ

ん

野

倉

宮

下

喜

則

さ

ん

海

野

町

岩
崎
か
ね
よ
さ
ん
下
塩
尻

田

中

花

子

さ

ん

八

木

沢

甲

田

至

さ

ん

五

加

北

津

畳

一

砂

さ

ん

小

泉

西
津
三
郎

さ

ん

岡

山
富
ま
さ
い
さ
ん
千
曲
町

青

柳

と

わ

の

さ

ん

横

町

池
田
平
八
郎
さ
ん
川
辺
町

小
島
重
県
さ
ん
下
紺
屋
町

六
川

一
幸

さ

ん

長

島

徳
永
雪
江

さ

ん

金

井

神
田
令
二
さ
ん

三
好
町

七七六八六七七七四七七六七八四七
六八 二 六四五六四九 三 五五五八六八

~ 内 r合-

一般診査
問診、身体計測、診察、血圧測定、尿検査、

血液検査(肝機能検査、総コレステロール検査)

上記の検査の結果、区師が必要と認めた人に

次の精密診査を行います。

精密診査
血液検査 医師の判断により必

(血糖検査、貧血検査) 要な検査を行L、ます。

眼底検査

一般健康診査表①関

泉

さ

ん

佐

藤

刃
一
さ
ん

東
方
大
輔
さ
ん

松
谷
藤
平
さ
ん

斎
藤
新
松
さ
ん

清
水
う
め
子
さ
ん

春
日
求
馬
さ
ん

塩
入
富
雄
さ
ん

吉
津
巻
次
さ
ん

片
岡
八
代
江
さ
ん

竹
内
み
ち
は
さ
ん

斉
京
忠
雄
さ
ん

金
津
れ
い
さ
ん

長
谷
川
つ
ね
さ
ん

福
田
喜
次
さ
ん

小
林
英
信
さ
ん

石

神
上
塩
尻

長

島

金

井

金

井

上
室
賀

街

一同

新

聞
愛
宕
町

小

牧
岩

門
下
之
郷

岩
清
水

中
常
国

「
π

1

E

E

J

立

木

問

刊

L
W

ヘ

n
H
H

恭
平

T

不
・
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基本健康診査

~ 内 谷F杏T、

-Jil~立弘員7 主フ忙主 問診、身体計測、診察、血圧測定、原検査、

血液検査(肝機能検査、総コレステロール検査7
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心電図検査

精密診査
血液検査 トー(血糖検査、貧血検査)

要な検査を行います。
眼底検査

表②竹

内

常

人

さ

ん

仁

古

田

山
辺
忠

一
さ

ん

院

内

林

正

義

さ

ん

川

辺

町

小
池
宣
明

さ

ん

五

加

岸
川
米

子

さ

ん

城

北

酒
井
、
っ
た
の
さ
ん
小
泉

北
村
義
三
さ
ん
南
天
神
町

笠

原

ク

メ

さ

ん

神

畑

土

屋

弘

能

さ

ん

愛

宕

町

鈴

木

恵

さ

ん

上

田

原

池

田

ふ

で

さ

ん

上

本

郷

北

村

評

さ

ん

下

小

島

堀

場

信

永

さ

ん

倉

升

金
子
友

仙

さ

ん

岩

下

横

山

知

之

さ

ん

愛

宕

町

(ij:_) I基本健康診育Jは、一般診査と精密診査を同時に行L、ます。四八八八七 六八七八七五八九六
四 三 四四 一 O 五 三二三 六五五 二 五


